
ユーザー評価調査結果から見た審査関連施策
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特許庁 調整課・意匠課・商標課
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ユーザー評価調査

特許庁 1

特許 意匠 商標

特許審査全般の質についての評価（全体評価）

意匠審査全般の質についての評価（全体評価） 商標審査全般の質についての評価（全体評価）

• 国内外の出願人・代理人による特許
審査の質の評価を2012年度から調査

• 意匠は2015年度、商標は2014年度から調査

• 出願件数上位の企業等を対象に調査票を送付

• 審査全般の質等について満足・比較的満足・普
通・比較的不満・不満の5段階評価で回答を依頼

• 調査結果を毎年報告書として公表

• 分析結果を審査関連施策に反映



審査の質の維持・向上のためのサイクル

特許庁 2

PLAN:
審査の方針決定

DO: 審査業務の実施

ACT:
審査関連施策の

検討・修正

check:
・決裁者等によるチェック

plan:
・審査の方針決定

do:
・審査業務の実施

act:
・決裁者等からの指導
・情報の共有
・知識習得・能力向上
・審査業務の改善

品質関連情報の提供による
審査業務改善の支援

CHECK:
審査業務の評価
・品質監査
・ユーザー評価調査

継続的
改善

①審査部全体のPDCAサイクル

②審査長単位のPDCAサイクル

特許 意匠 商標

• 審査の質を①審査部全体のPDCAサイクル、②審査長単位のPDCAサイ
クルにより継続的に改善

• ユーザー評価調査は①のCHECKに位置付けられている



特許庁の品質管理システムの全体像

特許庁 3

特許 意匠 商標

審査

企画・立案

審査
（実体審査）

方式審査

出願

ユーザー
（出願人・代理人）

審査品質管理小委員会

Ⅰ.品質管理に関する方針・手続・体制は整えられているか
Ⅱ.方針・手続に従った品質管理が実施されているか
Ⅲ.審査の質向上に関する取組の情報発信がなされているか

評価・助言

• 施策の企画・立案
• 審査実施体制の整備
• 品質管理体制の整備

海外特許庁

審査情報の交換

通知
（拒絶理由、査定等）

特許庁長官 特許技監 部長

審査の質の
分析・評価

特許庁

ユーザー評価調査
意見交換

検索外注等
（登録調査機関）

人事・採用

法令
審査基準

分類

情報システム

研修

品質監査・
フィードバック

施策への
助言・
分析結果
等の報告

審査関連施策

改善要請等

• 品質監査の実施
• 監査結果等の分析



審査長単位における特許審査業務の概要

特許庁 4

特許

検
索
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
付
与

本
願
理
解

サ
ー
チ

判
断
・
起
案

決

裁

各部審査長単位

本
願
理
解

サ
ー
チ

報
告
書
作
成

登録調査機関

審査官

・協議の実施（適時）
・面接等（適時）

決裁者

発

送

出

願

報告

出
願
人
・
代
理
人

出
願
人
・
代
理
人

決裁者に
よるチェック

審査長単位における特許審査の質の
維持・向上に向けた方針策定

決裁前の
起案チェック

・品質関連情報、フィードバック等の活用
・組織的な情報の共有
・研修等による知識の習得・能力の向上
・検索インデックスの整備

技術情報管理官等
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特許庁 5

特許

特許審査全般の質

品質ポリシーの策定・公表

品質マニュアルの策定・公表

審査品質管理小委員会の設置

全面改訂
審査基準改訂の基本方針
• 審査基準の記載が簡潔かつ明瞭なものであること。
• 審査基準の基本的な考え方を理解することができるよう、事例や裁判例が充実していること。
• 審査基準の基本的な考え方が国際的に通用するものであること。

審査基準・審査ハンドブック等の改訂

進歩性の審査の進め方の要点と参考事例
（審査基準の参考資料）作成・公表

○品質監査
（資料2-1⑦A）
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特許庁 6

特許

○外国特許文献サーチ等の拡充
（資料2-1⑥G）

国内特許文献の調査

外国特許文献の調査

非特許文献等の調査

検索式作成支援機能、
類似度順ソート機能（精度向上版を2021年度リリース）

英語特許文献＊へのテーマコード付与

英語特許文献＊の全文機械翻訳文蓄積

中韓特許文献へのテーマコード
付与、全文機械翻訳文蓄積

○先行技術文献調査事業の活用
（資料2-1➃D）

内国特許文献検索

英語特許文献検索

中韓特許文献検索

独語特許文献検索

▋ 外注件数

＊：米国、欧州及びWIPOの英語特許文献

非特許文献に関する庁内・商用DBの提供

-●- 評価割合
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特許庁 7

特許

判断の均質性

○品質関連情報の審査官への提供
（資料2-1⑥I）

○決裁＊

（資料2-1⑥A）

○審査官間の協議を通じた知識共有＊

（資料2-1⑥C）

特許審査における決裁の
ガイドラインの策定

協議の手引の作成

＊：本願理解、サーチ、判断・起案
の各審査プロセスの品質保証



0

10

20

30

40

50

60

70

80

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

（％）

（年度）

満足・比較的満足の評価の割合と審査関連施策
▍起案

特許庁 8

特許

拒絶査定の記載のわかりやすさ

拒絶理由通知等（拒絶査定
を除く）の記載のわかりやすさ

○起案のための資料、ツール等の審査官への提供
（資料2-1⑥H）

起案支援ツールの提供
・記載様式に従っていない記載や形式的な瑕疵を検出

拒絶理由通知書等の記載様式の見直し
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特許庁 9

特許

面接、電話等における審査官
とのコミュニケーション

○面接・電話応対の充実
（資料2-1⑥E）

面接の受諾についての改訂等

面接ガイドラインの改訂

デジタル化推進に向けた改訂

INPIT近畿統括本部の開設
テレワーク中の電話連絡手段の整備
Web会議サービスの拡充
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特許庁 10

特許

プロセス 全体 サーチ 判断 起案 面接等

評価項目
特許審査全般

の質
国内特許文献

の調査
外国特許文献

の調査
非特許文献等

の調査
判断の均質性

拒絶理由通知
等の記載のわ
かりやすさ

拒絶査定の記
載のわかりやす

さ

面接、電話等
における審査官
とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

評価の割合 ◎ ◎ △ △ △ ◎ ◎ ◎

推移 △ △ 〇 ◎ △ △ △ 〇

満足・比較的満足の評価の割合
◎：60%以上
○：50％以上60%未満
△：50%未満

3年移動平均の推移
◎：3年移動平均の各年変化量が、2020・2021の2期連続で全期間平均を上回っている
○：3年移動平均の各年変化量が、2020・2021のいずれかで全期間平均を上回っている
△：3年移動平均の各年変化量が、2020・2021の2期連続で全期間平均を下回っている

• 評価できる項目（特許庁の強み）は？

• 限られたリソースの中で、優先的に取り組むべき項目は？
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特許庁 11

PCT

プロセス 全体 サーチ 判断 起案

評価項目
国際調査等全般の

質
国内特許文献の調

査
外国特許文献の調

査
非特許文献等の調

査
国際調査等における
判断の均質性

新規性・進歩性に関
する見解の記載のわ

かりやすさ

評価の割合 ◎ ◎ △ △ △ ◎

推移 △ △ ○ ○ ◎ △

満足・比較的満足の評価の割合
◎：60%以上
○：50％以上60%未満
△：50%未満

3年移動平均の推移
◎：3年移動平均の各年変化量が、2020・2021の2期連続で全期間平均を上回っている
○：3年移動平均の各年変化量が、2020・2021のいずれかで全期間平均を上回っている
△：3年移動平均の各年変化量が、2020・2021の2期連続で全期間平均を下回っている



審査長単位における意匠審査業務の概要

特許庁 12

担
当
案
件
の

意
匠
分
類
の
付
与

本
願
理
解

サ
ー
チ

判
断
・
起
案

決

裁

各審査長単位

審査官

案件協議の実施（適時）

決裁者

発

送

出

願

出
願
人
・
代
理
人

出
願
人
・
代
理
人

意匠

決裁者に
よるチェック

審査長単位における意匠審査の質の
維持・向上に向けた方針策定

面接等（適時）

・品質関連情報、フィードバック等の活用
・組織的な情報の共有
・研修等による知識の習得・能力の向上
・意匠分類の整備
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特許庁 13

意匠

意匠審査全般の質

○品質監査
（資料2-2⑦B,C）

ハーグ協定のジュネーブ改正協定
に対応した意匠審査基準の改訂

審査基準・審査便覧等の改訂

改正意匠法施行
2020年度施行：保護対象の拡充、関連意匠制
度の拡充、意匠権の存続期間の延長等
2021年度施行：複数意匠一括出願手続の導入、
物品区分の扱いの見直し、手続救済規定の拡充

品質ポリシーの策定・公表

品質マニュアルの策定・公表

審査品質管理小委員会の設置
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特許庁 14

○審査資料の収集
（資料2-2⑥L）

○意匠分類・定義の作成及び公開
（資料2-2①C） 意匠法改正への対応

意匠

サーチ（先行意匠調査）の的確性

意匠法改正への対応
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特許庁 15

意匠

判断の均質性

○審査官と決裁者間の協議（案件協議）
（資料2-2⑥B）

○品質関連情報の収集・提供
（資料2-2⑥G）

拒絶理由通知等
起案文検索アプリの提供

○決裁
（資料2-2⑥A）
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特許庁 16

意匠

拒絶査定の記載の分かりやすさ

拒絶理由通知等（拒絶査定
を除く）の記載の分かりやすさ

○審査関連文書の整備・改訂
（資料2-2⑥H）

拒絶理由通知等
起案文検索アプリの提供
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特許庁 17

意匠

面接、電話等における審査官
とのコミュニケーション

○面接・電話応対
（資料2-2⑥F）

面接の受諾についての改訂等

面接ガイドラインの改訂

デジタル化推進に向けた改訂

INPIT近畿統括本部の開設
テレワーク中の電話連絡手段の整備
Web会議サービスの拡充
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普通以上（参考）

意匠 満足・比較的満足の評価の割合の推移

特許庁 18

プロセス 全体 サーチ 判断 起案 面接等

評価項目 意匠審査全般の質
サーチ（先行意匠調
査）の的確性

判断の均質性
拒絶理由通知等
（拒絶査定を除く）
の記載の分かりやすさ

拒絶査定の記載の分
かりやすさ

面接、電話等におけ
る審査官とのｺﾐｭﾆｹｰ

ｼｮﾝ

評価の割合 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎

推移 ◎ △ △ △ △ 〇

満足・比較的満足の評価の割合
◎：60%以上
○：50％以上60%未満
△：50%未満

3年移動平均の推移
◎：3年移動平均の各年変化量が、2020・2021の2期連続で全期間平均を上回っている
○：3年移動平均の各年変化量が、2020・2021のいずれかで全期間平均を上回っている
△：3年移動平均の各年変化量が、2020・2021の2期連続で全期間平均を下回っている



審査室における商標審査業務の概要

特許庁 19

商
標
の
認
定

起
案

決

裁

各審査室

審査官

・審査官用チェックシートの活用
・協議の実施（適時）
・面接等（適時）

審査長等

発

送

出

願

出
願
人
・
代
理
人

出
願
人
・
代
理
人

審査室における商標審査の質の
維持・向上に向けた方針策定

商標

指
定
商
品
・
指
定
役
務
に

関
す
る
調
査
・
判
断

登
録
要
件
に

関
す
る
調
査
・
判
断

不
登
録
事
由
に

関
す
る
調
査
・
判
断

決裁者に
よるチェック

・品質関連情報、フィードバック等の活用
・組織的な情報の共有
・研修等による知識の習得・能力の向上
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商標審査全般の質

審査基準・審査便覧等の改訂

商標審査の進め方の公表・改訂

商標

○品質監査
（資料2-3⑦A）

品質ポリシーの策定・公表

品質マニュアルの策定・公表

審査品質管理小委員会の設置
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審査官間の判断の均質性

○決裁
（資料2-3⑥A）

○審査官・管理職間の協議を通じた知識共有
（資料2-3⑥C）

○品質関連情報の収集・審査官への提供
（資料2-3⑥J）

○事例の共有及び個別案件の要因分析
（資料2-3⑥K）

商標審査における
決裁ガイドラインの策定

商標
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拒絶理由通知書の記載内容：
必要な説明がされているか

拒絶査定の記載内容：
必要な説明がされているか

○起案のための資料作成・改訂
（資料2-3⑥D,M）

起案作成支援ツール
の提供

商標
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商標

電話、面接等における審査官
とのコミュニケーション

○面接・電話応対の充実
（資料2-3⑥H）

面接ガイドラインの改訂

INPIT近畿統括本部の開設
テレワーク中の電話連絡手段の整備
Web会議サービスの拡充

面接の受諾についての改訂等 デジタル化推進に向けた改訂
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3年移動平均

普通以上（参考）

満足・比較的満足の評価の割合の推移
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プロセス 全体 判断 起案 面接等

評価項目 商標審査全般の質 審査官間の判断の均質性
拒絶理由通知書の記載内
容：必要な説明がされて

いるか

拒絶査定の記載内容：必
要な説明がされているか

電話、面接等における審
査官とのコミュニケーション

評価の割合 △ △ ○ △ ◎

推移 ◎ ○ ◎ ○ ◎

満足・比較的満足の評価の割合
◎：60%以上
○：50％以上60%未満
△：50%未満

3年移動平均の推移
◎：3年移動平均の各年変化量が、2020・2021の2期連続で全期間平均を上回っている
○：3年移動平均の各年変化量が、2020・2021のいずれかで全期間平均を上回っている
△：3年移動平均の各年変化量が、2020・2021の2期連続で全期間平均を下回っている

商標


